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・障害物の位置を音響信号を使って提示することで、両手が空いた状態での目の不自由

な方の安全な歩行を支援する

・広角の距離センサと耳をふさがないヘッドフォンを用いる

・近傍の障害物の位置から警告音が発せられる状況を提示する

・障害物の位置を音響信号を用いて把握することで安全な歩行の手掛かりとできる

Microsoft KinectやIntel realsenseなどの距離セ

ンサの情報から、近傍の障害物の方向と距離を

探索する。その位置に対応する頭部伝達関数

（Head Related Transfer Function: HRTF）をデータ

ベースから取得し、警告音信号と畳み込むこと

で、障害物から音が鳴っているように提示する。

提示には耳をふさがない骨伝導ヘッドフォンや

サングラス型ヘッドフォンを用いる。最終的には

音響信号のみを用いて、両手が空いた状態での

安全な歩行を支援することを目指す。
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